
官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 瀬戸市都市整備部建設課 

②事業名 都市計画公園 ４・５・１０１ 磁祖公園の整備 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

都市公園「磁祖公園」をモデルとして、官民連携による公園の

整備をしたいと考えているが、民間事業者等に導入を期待する機

能やその事業手法は具体的に決まっておらず、助言や提案を踏ま

えて今後検討を進める段階。 
 

④サウンディングの目的 〇コンパクトな集約型都市構造への転換とあわせて、都市公園等

の偏りのある配置や多様化する市民ニーズに対応していくた

め、「瀬戸市緑の基本計画（令和２年３月改訂）」において都市

公園等のあり方を見直し、都市公園等の『再構築』と『管理・

運営』に関する施策を推進していくこととしている。 

〇現在、既存公園等のストック再編に向けて基礎的なデータ整理

や条件整理に着手し、公園不足地域を優先した公園の整備や統

廃合、機能の創出ならびに新たな管理・運営手法の構築に向け

た検討を進めている。 

〇そこで、公園不足地域内の未整備となっている都市公園「磁祖

公園」をモデルとして、民間事業者等との対話を通じて、公園

整備のための事業アイデアや収益施設の市場性の有無等を確認

し、今後の方針策定や事業化に向けた検討にあたりたい。 

 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

○来園者が公園を楽しみ、充実した時間を過ごせるようにするた

めに必要なサービスや公園施設の整備についてご提案いただき

たい。なお、既存の窯神グラウンドの改廃も含めて区域全体で

ご提案いただきたい。 

〇飲食や物販、体験施設等の収益施設の導入にあたって、事業ア

イデアや収益施設の市場性の有無等についてご意見をいただき

たい。 

 

〇官民連携による公園整備の方針を策定するにあたって、行政が



配慮すべきポイントや事業者が期待する支援等の観点からご意

見をいただきたい。 

〇公園として事業化が困難な場合、公園以外の用途に転用も可能

とし、その他の活用としてのアイデアやご意見もいただきたい。

ただし、火葬場、と畜場、ごみ処理場等に類する施設について

は不可とします。なお、事業実施に必要となる都市計画法及び

都市公園法（都市計画公園の改廃等）やその他法規制等の課題

についてもご意見いただきたい。 

〇ご提案等については、官民連携による都市計画公園の整備また

はその他の活用としての可能性の有無を把握し、今後の方針策

定において参考とさせていただきます。 

 

 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（収益・集客事業等の管理運営を行う視点からご意見をい

ただきたい） 

8.その他（          ） 

 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（ 幅広く検討 ） 

 

③事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

都市計画公園 ４・５・１０１ 磁祖公園の整備・運営事業（公

園及び収益施設の整備・運営等） 

④現状及び課題 〇昭和 20 年代に地区公園として 12.1ha で都市計画決定が行

われている。都市計画決定面積のうち窯神グラウンドとして

1.5ha が供用されている。グラウンドは、指定管理者が市民公

園の運動施設も含めて管理運営を行っている。 

〇グラウンドの利用状況については、年間約 300 件、約 7,000 

人に利用されている。国内最大級の陶磁器イベントでもある「せ

ともの祭り」の際には、会場となる市街地や瀬戸川沿いに比較

的近いため臨時駐車場として利用されている。 

〇財政上、新たな施設への投資や管理経費に投じられる予算には



限りがあり、採算を見込める可能性がある施設は PPP/PFI 等

民間事業者の提案による手法の導入を検討することとしてい

る。 

その他、【別紙資料】「磁祖公園概況資料」参照 

 

⑤前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

○整備手法 

Ｐ－ＰＦＩ、設置管理許可等の民間活力を導入した整備・管理・

運営を想定 

○施設の所有形態 

事業者を想定 

〇行政の費用負担 

 効率的運営やコストの削減、収入増加等に応じて検討 

〇その他 

公園として事業提案が困難な場合、その他の活用の提案として

整備手法等の条件はありません。ただし、火葬場、と畜場、ご

み処理場等に類する施設については不可とします 

 

⑥事業スケジュール（予

定） 

未定 

公園等ストック再編の方針策定とあわせて検討（～R4 年頃まで

を予定） 

 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 瀬戸市東安戸町１５番地外 

（名鉄瀬戸線「尾張瀬戸駅」から 800ｍ徒歩 10 分） 

 

②敷地面積 計画面積１２.１ha 

（うち供用面積１.５ha※窯神グラウンドのみ） 

 

③土地利用上の制約 都市公園（都市計画公園） 

第一種住居地域（建蔽率/容積率＝60/200） 

 

④所有者 瀬戸市、一部民有地 

 

⑤周辺施設等 1km 圏内に、鉄道駅（名鉄瀬戸線「尾張瀬戸駅」）、商業施設、複

合施設（パルティ瀬戸、瀬戸蔵）、公立高校、小・中学校跡地（３

箇所）、保育園等子育て施設等が立地 

 

⑥対象地周辺の環境 古くからやきもの（瀬戸物）のまちとして栄えた中心市街地 

陶土や珪砂の採取地や陶磁器関連施設が立地 

市内でも少子高齢化が進行している地域 

⑦その他 ・尾張瀬戸駅周辺において、小中一貫校「にじの丘学園」（祖東中



(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

学校跡地）開校にともない６つの小中学校が閉校 

・その内、本山中学校跡地において、民間小学校が開校予定

（2021 年４月予定） 

・2022 年の中心市街地（尾張瀬戸駅周辺）へのホテル誘致に向

けてホテル運営事業者の候補者が決定 

・都市計画道路に面しているが整備時期は未定 

・陶土等採掘場跡地、神社境内地を含む 

 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存（グラウンド部分のみ） 整備後（予定） 

①施設名称 窯神グラウンド 

 

未定 

②施設の延床面積 約 10,231 ㎡ 

 

未定 

③建物の構成（構造、階数） ― 

 

未定 

④主な施設の内容、導入機

能 

野球場 8,200 ㎡ 

 

未定 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

指定管理者 

 

民間事業者（手法は未定） 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

― 

 

 

 

 

― 

（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称 ― ― 

②規模、能力 等 ― ― 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

― ― 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

― ― 

 



■参加予定形式 

本取組は、現地会場及び Web 会議（Zoom予定）を併用した開催を予定しています。 

相談自治体の参加予定形式 １ 現地会場で参加する 

２ Web 会議で参加する 

※今後の状況の変化に応じて、相談自治体の参加予定形式については変更となる場合があります。 

 

■ 添付資料 

⚫ 磁祖公園概況資料 

⚫ 瀬戸市緑の基本計画（令和２年３月改訂）  

（ http://www.city.seto.aichi.jp/docs/2020020800013/ ） 

 

http://www.city.seto.aichi.jp/docs/2020020800013/
http://www.city.seto.aichi.jp/docs/2020020800013/

